
QC検定を「現場で使える力」に変えるために
—学びを成果につなげる視点—

■なぜ今、企業に品質管理が求められる　
　のか

品質管理というと、「不良を減らす活動」という
イメージをお持ちの方も多いかもしれません。
もちろんそれも重要な役割のひとつですが、本質
はもう少し広いところにあります。

品質管理とは、
「お客様に価値を安定して届け続けるための仕組
み」です。

製造業に限らず、サービス業やソフトウェア開発
においても、品質のばらつきや不具合は、顧客満
足の低下だけでなく、信頼の毀損につながりま
す。

そして一度失った信頼を取り戻すには、非常に大
きなコストと時間がかかります。

その意味で品質管理は、単なる現場活動ではな
く、企業の競争力そのものを支える基盤と言える
でしょう。

（次ページへつづく） 

では、品質管理を体系的に実践することで、企業
にはどのようなメリットがあるのでしょうか。

いくつかの視点から整理してみます。

１.不良・手戻りの削減によるコスト低減

　不良品の発生や再作業は、目に見えるコストだ
　けでなく、時間・人材・設備のロスを引き起こ　
　します。

　品質管理を通じて原因を特定し、再発を防ぐこ　
　とで、無駄なコストを継続的に削減することが
　できます。

２.業務の標準化と属人化の解消

　優秀な人に頼る運用は、一見効率的に見えて
　も、人が変わった瞬間に品質が崩れるリスクを
　抱えています。

　品質管理では、作業手順や判断基準を明確に
　し、「誰がやっても同じ品質」を実現すること
　を目指します。

３.問題発見・問題解決力の向上

　品質管理の手法（QC七つ道具など）を活用する
　ことで、現象をデータで捉え、論理的に原因を　
　特定する力が身につきます。

　これは品質分野に限らず、あらゆる業務改善に
　応用できる力です。

４.組織としての学習力の向上

　トラブルや不具合を単なる“失敗”で終わらせ
　ず、再発防止策として蓄積していくことで、組
　織全体のレベルが底上げされます。

「QC検定を取得したが、現場でどう活かせばよい
か分からない」
「資格は取らせているが、業務改善につながって
いる実感がない」

こうしたお声を、企業のご担当者様から伺うこと
が少なくありません。

QC検定は、品質管理の基礎から応用までを体系的
に学べる優れた資格です。
しかし、その価値は“合格すること”ではなく、“現
場で使えること”にあります。

本日は「QC検定を“現場で使える力”に変える」と
いうテーマで、
・企業における品質管理の本質的な意義
・取り組むことで得られるメリット
・QC検定の内容と位置づけ
・資格取得をどのように現場力に結びつけるか

について、できるだけ分かりやすくお伝えいたし
ます。

日々の教育や人材育成の見直しのヒントとして、
ぜひご一読ください。

■品質管理に取り組むことで得られる　
　メリット



■QC検定を取得することのメリット

では、QC検定を取得することで、どのような価値
が生まれるのでしょうか。

１.共通言語の獲得

　組織内で品質管理に関する共通の理解が生ま　
　れ、議論や意思決定の質が向上します。

２.問題を“構造的に”捉えられるようになる

　感覚や経験だけでなく、データとロジックで問
　題を整理できるようになります。

３.人材育成の指標になる

　級ごとのレベルが明確であるため、教育体系や
　キャリアパスと連動させやすいという利点があ
　ります。

４.改善活動の基盤になる

　QCサークル活動や現場改善を進める際の“土台”
　として機能します。

（次ページへつづく） 

では、どうすればよいのでしょうか。

大切なのは、「学び」と「現場」をつなぐことで
す。

具体的には、
・データを使って分析する
・不具合事例を題材にする
・手法を“使う場面”とセットで理解する

といった工夫が必要になります。

さらに、近年ではデータサイエンスの考え方を取
り入れることで、
QC手法の活用範囲は大きく広がっています。

たとえば、
・不良発生の傾向を可視化する
・複数要因の影響度を分析する
・異常の予兆を捉える

といった取り組みは、従来のQC手法と非常に相性
が良い領域です。

QC検定（品質管理検定）は、こうした品質管理の
考え方や手法を、体系的に学ぶことができる資格
です。

級ごとに求められるレベルは異なりますが、主な
内容は次の通りです。

・品質管理の基本概念（品質とは何か、管理とは
　何か）
・データの取り扱い方（統計の基礎、ばらつきの
　理解）
・QC七つ道具（パレート図、特性要因図、ヒスト
　グラムなど）
・工程管理、検査、標準化
・問題解決の進め方（QCストーリー）

特に２級以上になると、単なる知識ではなく、
「データを使って現象を理解し、改善につなげる
力」が問われます。

つまりQC検定は、
品質管理の“言語”と“思考法”を身につけるための
学習体系と言えます。 ■QC検定を“現場で使える力”に変える

　ために

ここまで読むと、「それだけ価値があるなら問題
ないのでは」と感じられるかもしれません。

しかし実際には、
「資格はあるが活用できていない」というケース
が多く見られます。

その理由は大きく２つあります。

ひとつは、知識として学んで終わっていること、
もうひとつは、現場の課題と結びついていないこ
とです。

QC検定で学ぶ内容は本来、現場で使うためのもの
です。
しかし、試験対策に偏ると、「解けるが使えな
い」状態になりやすいのです。

■それでも「現場で使えない」と感じる
　理由

■QC検定とは何を学ぶものか



これで

一般財団法人日本科学技術連盟


品質経営推進センター　営業・企画グループ
お問い合わせはこちらから

＊社内セミナーに関するお問い合わせは、上記リンク先よりお願いいたします。

こうした課題に対し、JUSEでは、
「QC検定 × 現場活用 × データサイエンス」
を軸とした研修をご提供しています。

●QC検定を現場力に変える実践研修

【目的】
QC検定で学んだ知識を、現場の問題解決に活用で
きる力へと転換する

【対象】
・QC検定２級〜３級取得者
・品質管理、製造部門の中堅社員
・改善活動の推進担当者

【主な内容】
・QC手法の“使いどころ”の理解
・サンプルデータを用いた分析演習
・なぜなぜ分析とデータ分析の融合
・QCストーリーの実践演習
・事例を用いた課題への適用ワーク

【特徴】
単なる講義ではなく、「日常に即した事例課題を
題材にする」ことを重視しています。
そのため、受講後すぐに現場で活用できる形で学
びを持ち帰っていただけます。

QC検定は、とてもよくできた教育体系です。
しかし、それを活かすかどうかは、使い方次第で
す。

「資格取得」で終わらせるのではなく、
「現場で使える力」にまで高めること。

そこに取り組むことで、はじめて品質管理は企業
の力になります。

もし、
・QC検定を導入しているが効果を感じにくい
・教育と現場が分断されている
・改善活動をさらにレベルアップさせたい

といったお悩みがございましたら、ぜひ一度ご相
談ください。

貴社の状況に合わせて、最適な形をご提案いたし
ます。

■最後に■社内研修・出張セミナーのご紹介

（以下余白） 

https://www.juse.jp/shanai_seminar/app/step1/
https://www.juse.jp/shanai_seminar/app/step1/
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